
グローバルスタディーズ 

 「My mind is ぐらぐら」－言語ポートレートから捉える外国につながる高校生の複言
語意識－

 「ハーフ」が映し出す交差性～真正性に揺らぐ女性たちのカーリーヘアジャーニー～
 ウガンダにおける、音楽活動を通じた若者のエンパワーメント
 フィリピン人講師とアメリカ人講師によるオンライン英会話レッスンの有効活用に関

する考察－音声英語及び文字英語の分析を通してー
 プロ野球ファンと動画配信サービスの関係性
 ホン・サンス作品における自己投影性―キム・ミニの出演作から―
 外国につながる高校生の学校適応
 外国につながる子どもたちの学校適応に対する教員の認識と課題 ―２つの小学校で

のフィールドワークをもとに―
 学習言語と異なる媒介語を使用するペアのタンデム学習の特徴－日本人学生とフィン

ランド人学生の英語によるタンデム学習を中心にー
 観光資源としての戦争遺跡の活用－沖縄県南部戦跡におけるダ―クツ―リズムの展開

－
 公立中学校における教員と専門スタッフの連携に関する研究
 高齢者の要介護度と食事摂取割合および水分摂取量の関係
 社会が考える Well-being－働き方改革の事例を中心にー
 新教科 「歴史総合」は日韓関係の歴史をどう描くのかー韓国 「東アジア史」教科書記述

との比較検討－
 新興住宅地における“民”の可能性について
 多主体協働のまちづくりプラットフォームによる取り組みとコミュニティ意識の考察
 地域の交流人口関係人口の実態調査による持続可能な地域づくりに関する研究－フィ

ンランドのサステナブルツーリズムを参考に千葉県長柄町における施策の考察－
 定時制高校に通う外国人生徒の「居場所」～ネパールにある心の peace～
 日米韓協力の現状と今後～日本政府の取るべき方向性について～
 日本で子育てする中国人親の言語教育観について
 日本の戦争映画における家族像
 日本企業の海外進出における現状と課題－インドネシアとシンガポールへの進出企業

における例からー
 日本語指導者のライフストーリー研究
 日本国内の HPV 啓発活動におけるジェンダー格差の分析
 非ネイティブによるディスカッションを用いた CALL 教材の開発～社会問題～
 留学生支援ボランティアを補助するための CALL 教材 “Life in Japan”の開発
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現代日本学 

 音声版「やさしい日本語」の有効性 
 ｢大丈夫｣の新用法と断り場面における配慮 
 是枝裕和・奉俊昊監督作品から見る現代社会の深層分析 
 現代のセレブリティの形成過程に関する考察－SNS を利用した個人による自己発信の

拡大とその影響を中心に― 
 視認性の高い多言語デジタルサイネージに関する考察―公共交通機関における実態調

査をもとに― 
 ディズニーアニメーション映画における登場人物の体型の表象：歴史的変遷とボディ

ポジティブに着目して 
 友人関係にある大学生日本語母語話者の謝罪と非言語コミュニケーションの関係―相

互行為におけるフェイスに着目して― 
 Instagram における外見自己肯定感への影響に関する実践 
 戦前日本におけるチャップリン人気－他の三大喜劇王との比較を通して－ 
 朝鮮学校の言語教育からみることばとアイデンティティ 
 言語バイオグラフィーの分析からみる南琉球宮古伊良部諸語話者の言語環境と言語意識 
 『Fate』シリーズの成功要因に関する一考察 
 映画『THE LITTLE MERMAID』からみるジェンダー意識 
 非漢字圏の日本語学習者による未習語彙の意味類推ストラテジー 
 コーチトピアから見るエシカルファッション 
 世界のメディアによる報道の偏り～通信社は適切な情報を提供しているのか～ 
 空港施設における言語表示の役割－訪日外国人の行動観察とインタビュー分析を中心

に－ 
 21 世紀初頭の科学系博物館の歴史的検討～23 年間の全科協ニュースを資料として～ 
 外国人集住団地における多文化 「共生」の課題と提案－常盤平団地の現状分析とワーク

ショップの実践からー 
 大学生を対象にしたスポーツ観戦動機構成要素に関する調査―個人のスポーツ行動と

の関連性に着目して― 
 博物館を対象としたコンテンツツーリズムの可能性－動物園とメディアミックス作品

「けものフレンズ」を事例にー 
 リアルタイム交通情報を活用した宅配効率化と未来構想 
 ポストコロナにおけるファンツーリズムの分析と展望  「東海オンエア」をめぐる聖地

巡礼を事例に 
 目的地指向型移動の際のサインの取得と所要時間の分析 
 家計調査に注目した地域ブランドの確立―創られた郷土食宇都宮餃子を事例に― 
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 “人がいるランドスケープ”が 若者の地域愛着を深める学生プロジェクト 
 「日本型開発協力」の特徴とその展望 
 ワーケーションによる直接寄与型関係人口創出についての考察 
 非ネイティブによるディスカッションを用いた CALL 英語教材の開発 ～コミュニケ

ーション～ 
 自治体の生徒スポーツ競技力向上のための研究― 「施設」「指導者」「生徒人口減少」と

の関連性― 
 日本におけるハラール食品サプライチェーンの現状と課題 
 鉱物の物理的特性と心理的作用に関する研究 
 蛍光鉱物を題材としたデジタル 3D 教材の開発 
 昆虫食受容に影響する心理的因子―フードネオフォビアの観点から― 
 色に対する性別のイメージが文法的性の判断に与える影響についての検討 
 アイドルはいかにして距離感をつくるのか―社会学的視点を意識した「推し」― 
 ナチスドイツ映画におけるプロパガンダ効果について 
 在日ムスリムの子どもと学校行事 
 留学生支援ボランティア活動をサポートするための日本語 CALL 教材 Life in Japan の

開発 
 高等学校におけるキャリア教育の課題と在り方の研究～千葉大学学生対象のアンケー

ト調査から～ 
 大学教員の業務負担の実態に関する研究～千葉大学国際教養学部を事例にして～ 
 「小学校の特別の教育課程における、教室談話」～教師のフィードバックを中心に～ 
 大学生のキャリア形成に求められる支援～キャリアレジリエンスに注目して～ 
 非ネイティブによるディスカッションを用いた CALL 教材の開発～遺伝子組み換え～ 
 「特権」から日常の中のマイクロアグレッションの自覚―実践型ジェンダーワークシ

ョップを通して― 
 サッカー強豪国の 1 対 1 局面からみる各国の特性 
 大学生の運動スポーツ実施頻度に変化を与える要因 
 大学生の運動スポーツに対する意識に変化を与える要因 
 周産期におけるメンタルヘルスケアの拡充 
 日本の雑誌目録からみる人工知能(AI)の位置づけ―テキスト分析から― 
 ブランドイメージの確立とブランドコンセプトの浸透による ブランドロイヤルティ

形成の関係 
 カフカの『城』において、何がよそものの排除を引き起こしているのか 
 アニマルウェルフェアの視点から見た日本のスマート畜産の評価と今後のあるべき姿 
 仏教団体による性的マイノリティ支援：僧侶の動機と役割認識を中心に 
 翻訳される自己啓発本 
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総合科学メジャー 

 千葉大発の起業家の告白
 自然主義における数学：ベナセラフのジレンマを再考する
 DNA メタバーコーディングによる小笠原の希少植物と土壌真菌の生物間相互作用の

解析
 大学生を対象としたワークショップ体験からみる、若者が ACP を考える機会の意義
 スマートフォンアプリによるメッセージ介入が、行動変容に及ぼす影響の考察－

WELLNESS TRACK ユーザーにおける 主観的健康感及び歩幅の変化－
 What Motivates and Demotivates Learners of Japanese at a Japanese University?
 個人が嗜好する音楽による聴覚刺激が演算処理能力に与える影響
 来日留学生の身体活動量と健康状態
 日本におけるブランドロゴのローマニゼーションとその認識
 目撃者による犯人識別結果の自己評価と識別過程における眼球運動の特徴
 認知機能の疲労を回復させる運動の効果―運動の時間と強度の違いに着目した検証―
 音の周波数構成が与える印象の実験的調査
 日米映画ポスターのデザイン的特徴の分析
 日本国内のイタドリの地域変異に関する研究
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